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ヒロシマ 被爆体験伝承者が 

全国で初めて大学で科目を開講します。 

 

 

広島の被爆者から直接体験を聞き、次代に受け継ぐ伝承者として認定された小国美弥子

さんが講師を務める科目「ヒロシマ 被爆体験伝承者の挑戦」が 2024 年 4 月 15 日にスタ

ートします。全学部学科の学生が履修できる共通教育科目で、前後期各 15 回を対面で実施

します。 

広島市が認定する被爆体験伝承者は現在約 200 人いますが、大学で被爆体験伝承をテー

マに 1 科目を提供するケースは初めて。 

ぜひ授業のご見学、取材をいただきたく、ご案内申し上げます。 

 

ロシアのウクライナ侵攻やパレスチナ・ガザの紛争など、世界中で争いがやまず、国内で

は戦争体験者の声を聞く機会が失われている今だからこそ、戦争を「自分ごと」として考え

る契機にと開講を決めました。 

 

小国さんは武庫川女子大学文学部国文学科の卒業生。現在、読売新聞大阪本社「新聞のち

から」委員会事務局に勤務しています。読売新聞大阪本社の校閲記者だった 2012 年、広島

市が被爆体験伝承者養成事業をスタートすることを知り、一期生として参加しました。 

小国さんが応募を決めたきっかけは助産師だった亡き祖母が残したメモです。中学生の

とき、戦争体験を祖母に尋ねた際に手渡され、しまい込んでいたものが偶然、見つかりまし

た。メモに導かれるように、仕事の傍ら兵庫県から広島に通い、被爆体験を託す証言者約 20

人から話を聞き、10 代で被爆した男女 3 人の伝承講和が認定されました。2015 年から伝承

者として、広島平和文化センターから委嘱を受け、各地で活動を行っています。 

 



授業で主に伝えるのは、小国さんが証言を聞いた 3 人のうち最年長で昨年、亡くなった

細川浩史さんの体験です。細川さんは被爆時、17 歳。建物の中にいて大きな被害は免れま

したが、高等女学校 1 年生だった妹の瑤子さんは屋外で被爆し、亡くなりました。女学校入

学初日から書き始め、原爆投下の前日まで書き続けられた瑤子さんの日記は、兄である細川

さんの手元で大切に保管され、細川さん自身が体験を語る際に、使われてきました。日記は

「森脇瑤子の日記」として出版されているほか、作家の野坂昭如さんが著書『「終戦日記」

を読む』に瑤子さんの日記を引用しています。 

 

西宮市でも戦争中たびたび空襲があり、武庫川女子大学も校舎の大半を焼失する被害を

受けました。小国さんは瑤子さんの 6 月 5 日の日記に神戸大空襲についての記述があるこ

とや、戦時の西宮市を舞台とした野坂昭如さんの小説「火垂るの墓」との縁を、武庫川女子

大学のある西宮市とつなげながら、講義を組み立てる予定です。 

 

小国さんは「被爆体験者が亡くなる中、生の声を聞き、託された者として体験者の思いを

伝え、学生一人ひとりが自分にとっての“受け継ぐ”意味を考える授業にしたい」と話してい

ます。 

 

授業は４月１５日から毎週月曜１０時４５分～１２時１５分 

第１回授業は４月１５日（月）に実施します。 

授業計画は下記のとおりです。 

 

第１回 伝承とは何か？「自分の事」として 

第２回 校閲「伝承」技術で表現力を磨く 

第３回 スピリッツ・ドナー 被爆者と聞き手を繋ぐ橋渡し役 

第４回 「若い人には伝える力がある」若者世代と被爆者 

第５回 伝える責任 

第６回 日記・手記がもつ伝える力 

第７回 語れないこと、語らないこと 

第８回 様々に広がる「伝える」力 高校生の被爆証言絵画 ピースボランティア 

第９回 前半まとめ：未来につなげたいことⅠ 

第 10 回 地域を「伝える」 模擬原爆 長崎 沖縄 

第 11 回 阪神地域の暮らしと空襲 

第 12 回 戦時下の武庫女と復興 

第 13 回 伝統芸能等平和伝承以外の「伝承」 

第 14 回 後半まとめ：未来につなげたいことⅡ レポート 

第 15 回 全体フィードバック 



 

なお、武庫川女子大学の共通教育科目では、ホロコーストや沖縄戦、ヒロシマの原爆をテ

ーマとして長年続く「戦争と女性」(河内鏡太郎教授)があり、履修生の有志とともにアウシ

ュビッツを訪れるなど、戦争や災害について考える機会を授業に多く取り入れています。 

 

〈お問い合わせ先〉 

本件についてのお問い合わせ、取材のお申込みは下記にお願いします。 

武庫川女子大学広報室 

（電 話） 0798-45-3533 

（メール） kohos@mukogawa-u.ac.jp   

 

 

 

小国美弥子さん 
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